
○基準月額保険料の算出試算           令和 5年 11月 30日時点 

 

 

 

 

※23%は 65歳以上高齢者の保険料負担割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

④                   

保険料収納必要額 
÷ 

予定保険料収納率 
÷ 

被保険者 
÷ 

月 数 
≒ 

基準月額 

3,551,132,352円 99.70％ 56,337人 12月 5,269円 

※所得段階別加入割合補正後被保険者数 

  ⑤ 

保険料収納必要額 
÷ 

予定保険料収納率 
÷ 

被保険者 
÷ 

月 数 
≒ 

基準月額 

3,302,632,352円 99.70％ 56,337人 12月 4,900円 

※所得段階別加入割合補正後被保険者数 

※所得段階別加入割合補正後被保険者数：算出された介護保険料基準額を基に、所得に応じて 13段階に

区分（予定）し、3年間の被保険者数を求めたものであります。 

④ － ⑤ ＝ 369円(基金影響額)    

 

 

 

 

※介護給付費等実績を基にした伸び率及び県が示す見込み量等を考慮し、介護サービス給付費

等の見込み及び第１号被保険者の保険料を試算した。 

※今後示される介護報酬改定等を反映させるため、金額が変更となることがあります。 

  

 

    標準給付費見込額  ＋ 地域支援事業費   ＝ 15,471,670,721円① 

(14,631,416,721円)     (840,254,000円) 
 

①の 

23％ 

第 1号被保険者負担分相当額 ＝ 3,558,484,266円 ② 

② ＋ （調整交付金相当額 － 調整交付金見込額 －  保険者機能強化交付金等 

(750,401,086円)      (730,144,000円)    (32,529,000円) 
        

＋ 市町村特別給付費等） ＝ 保険料収納必要額 ③ 

（4,920,000円）      3,551,132,352円 

④ 

準備基金取崩額 

248,500,000円 

保険料収納必要額 

3,302,632,352円 

 

⑤ 

 

③ 3,551,132,352円 

第７次計画 Ｒ6～Ｒ8 

4,900円 

第６次計画 Ｒ3～Ｒ5 

4,600円 
月額 300円増 

⑤ 

⑤ 

 


